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校長  富川  浩  

毎年、この時期になると、自分自身とともに自校の「今年の漢字」を考えることにしています。本校の４月から

これまでを振り返って、今年の漢字を「成」と考えました。 

 それは、一昨年の「新・進」（今まで中止・制限されていたことに対して、「新」たな形を模索しながら、大きく前

「進」・「進」歩）、昨年の「展」（のびる、広がる・広げる、ひらく）を受けて、生徒たちがさらに充実した活動や取組

をしてくれたからです。 

「成」という言葉の意味を国語辞典で調べると、『❶できあがる。ある状態になる。また、つくりあげる。  

「－果・－功・－績・－立」』『❷一人前にそだつ。また、そだてる。「－人・－長」「育－・養－」』とありました。 

 

【保護者、地域の皆様へ】 

藻岩中学校区のパートナー校（藻岩小・藻岩北小・北の沢小・藻岩中）では、いよいよ次年度から「札幌らし

いコミュニティ・スクール」となります。今は４校でその大詰めの準備をしているところです。 

今後は「こんな子どもに育ってほしい」、「そのためにみんなでできること」などについて、学校・保護者・地

域の皆様の代表者で話し合い、それを「地域学校協働活動（地域全体で子どもたちの学びや成長を支え、地域

と学校が連携・協働して行う様々な活動）」で実行していく、これがコミュニティ・スクールのイメージです。 

コミュニティ・スクールだからといって、今までの学校と劇的に変化するということではなく、今までの教育

活動に、より小中のつながりを深め、「地域でできること」と「学校で

できること」を、地域と学校が相互に有意義になるためにはどのよ

うなことができるかを熟議していきます。その内容については、今

後、学校だより・学校ホームページでお知らせしてまいります。どう

ぞ、よろしくお願いいたします。そして、よいお年をお迎えくださ

い。 

札幌市立藻岩中学校 

学校だより   No.１３ 

令和7年 １２月 ２５日 

◆新たな形である『文化祭』では、インフルエンザの学級閉鎖による延期をものともせず、各部門とも発表・展示・

装飾などがレベルアップした素晴らしいものであり、大「成」功でした。学年合唱も実に感動的な発表で、初期

の練習段階からの「成」長を感じました。生徒会役員を中心として、全校生徒で「つくりあげた」文化祭となりま

した。１年生は初めての文化祭とは思えないほど立派で、２年生は昨年度の経験から工夫が凝らされ、３年生

は３年間の集大「成」としての凄さを見せてくれました。この素晴らしい「成」果は、次年度に引き継がれていく

ことと思います。 

◆最も印象に残っているのが「修学旅行」です。私にとっては２１回目（団長として１１回）の引率でしたが、３年生

の姿を見て感動することがたくさんありました。各集会で、添乗員さん・カメラマンさん、ホテルや訪問先の

方々、そして私にまで起立して「よろしくお願いします」「ありがとうございました」と爽やかに心を込めた挨拶

をしてくれました。また、最初は実行委員の指示ですぐに静かにできていましたが、次第に指示がなくても自

分たちで気づき・考え、静かに集中できるように、この短期間でも「成」長していることに最高学年の凄さを感

じました。さらに「学年レク」では、全生徒とともに、先生方も一体となって歌った「キセキ」が学年を「つくりあ

げている」と実感でき、文化祭にもつながっていました。 

 １年生の「校外学習」、２年生の「宿泊学習」でも大きな「成」果と今後に向けての課題がありました。１，２年生も

今の３年生のように「そだって」いくことと確信ができました。 



１月の教育活動 

日 曜 主な予定 給食 

５ 月 冬季休校日  

６ 火 冬季休校日  

７ 水   

８ 木   

９ 金 3年登校日(願書持参)  

10 土   

11 日   

12 月 
成人の日 

3 年テスト前諸活動停止(～14 日) 
 

13 火   

14 水   

15 木 

3 学期始業式 

3 年学年末テスト(国英数社理) 

1・2 年生午前授業 

〇 

16 金 学校公開日⑩ 〇 

17 土   

18 日   

19 月  〇 

20 火 3 年得点通知表配付 〇 

21 水  〇 

22 木  〇 

23 金  〇 

24 土   

25 日   

26 月  〇 

27 火  〇 

28 水  〇 

29 木 
1・2 年テスト範囲発表 

部活動休養日 
〇 

30 金 
高等支援学校入学選考検査 

委員会・局会・全協 
〇 

31 土   

※詳細は「月行事予定」をご覧ください。 
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【男子バレーボール部】 
 ビギナーズカップ  全市３位 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１２月２９日～１月３日を年末年始休業

日、１月５・６日を冬季休校日とし、学校と
して 休校日とさせていただきます。また冬
休み中、学校への電話が可能な時間帯は 

・平日   ８：００～１６：４５ 
上記以外の時間帯は、転送電話での対応とな

りますので、ご理解とご協力お願い致します。 

冬季休校日・転送電話の実施について 

３年登校日について 
登校時間  ９：００ 

持 ち 物 ①公立高校の願書  

      （Web出願した願書を印刷してくる） 

②道立高校受験の場合は北海道収入証紙 

（全日制：2,200円分、定時制：95０円分） 

③上靴 

※領収書や北海道収入証紙は貼って持ってきてく
ださい。 

※この日に登校できないことが事前に分かっている

場合は、早めに担任に相談してください。 

 

家庭内での情報モラル 

ルールの作り方  

ネットトラブルの実態やネットモラル向上啓発
等を目的としてコラムを掲載致します。 

【「バズりたい」願望と 
どう向き合うか】 

～写真や動画の公開リスクを考える～ 
 
SNS の普及により、子どもたちは「バズりた
い」「有名になりたい」という願望を持つことが
増えています。多くの「いいね」やフォロワーを
獲得することは達成感につながりますが、一方
で慎重に考えるべきリスクもあります。 
写真や動画の公開にはリスクが伴います。投
稿に映った背景から自宅や学校が特定される
可能性があり、一度拡散された情報は完全に
削除できません。また、悪意のある無断転載や
加工の危険もあります。 
そのため、子どもと「なぜバズりたいのか？」
を話し合い、承認欲求だけに流されず本当に
伝えたいことを意識した発信を促すことが大切
です。投稿前に個人情報が含まれていないか
確認し、公開範囲を適切に設定する習慣をつ
けましょう。日頃からコミュニケーションを大切
にし、相談ができる環境を作っておくことも重要
です。 

SNSは便利なツー 
ルですが、安全に活用 
するためにはルールと 
責任を学ぶことが重要 
です。ご家庭でルール 
を学び、安心して楽しめ 
る使い方を考えていき 
ましょう。 ～大会結果報告～ 


